
グローカル天理

第 21 巻　第 8 号　（通巻 248 号）

2020 年（令和２年）8 月１日発行

ⓒ Oyasato Institute for the Study of Religion
　 Tenri University

発行者　　永尾教昭

編集発行　天理大学  おやさと研究所

　　　　　〒 632-8510　奈良県天理市杣之内町 1050

TEL　0743-63-9080

FAX　0743-63-7255

URL　https://www.tenri-u.ac.jp/oyaken/j-home.htm

E-mail　oyaken@sta.tenri-u.ac.jp

印刷　天理時報社

Printed in Japan

『グローカル天理』年間購読のご案内

　第332 回研究報告会（６月 29日）
日本のキルケゴール受容史における大谷愛人のキルケゴール
研究

金子　昭

新型コロナウイルス感染拡大により自粛していた研究報告会
が、出席者も研究所員に限定してであるが、３カ月ぶりに再開
された。

今回の発表では、大谷愛
ひでひと

人慶應義塾大学名誉教授（1924 ～
2018）によるキルケゴール研究が明治以来の日本のキルケゴー
ル受容史においてどのような位置付けを有しているかについ
て、研究報告を行った。

最初に、大谷愛人所蔵の貴重なキルケゴール関係蔵書が、
2018 年に一括して天理図書館に寄贈されたことについて述べた。
天理図書館にはすでにキルケゴールの初版本が貴重書として収蔵
されており、これを中核としてデンマーク語による関連書籍が揃
うことで、研究者にとって一層魅力のあるキルケゴールコレク
ションとなった（現在は整理中のために閲覧は不可である）。

大谷愛人の主要著作は、『キルケゴール青年時代の研究』
（正 1966、続 1968）、『キルケゴール著作活動の研究』（前篇
1989、後篇 1991）、『キルケゴール教会闘争の研究』（2007）
の３部作全５冊で、日本におけるキルケゴール研究の最高峰を
なす著作群である。これほどのキルケゴール研究の大著は世界
でも類例を見ない（本文部分だけで全 5,649 頁）。すべてデン
マーク語による原典や研究書等に基づき、徹底した基礎研究で
あり、綿密な文献研究である。デンマーク精神史を踏まえ、当
時の政治社会的な背景や哲学思想の動向を含め、文学や神学（デ
ンマーク教会史）にも細心に目配りして執筆された。

日本のキルケゴール受容史は、大きく６期に分けられる。
・第１期「紹介引用期」

1898 年（明治 31）～ 1914 年（大正 3）
・第２期「研究開始期」

1915 年（大正４）～ 1945 年（昭和 20）
・第３期「研究再開期」

1946 年（昭和 21）～ 1974 年（昭和 49）
・第４期「研究展開期」（前期）

1975 年（昭和 50）～ 1987 年（昭和 62）
・第５期「研究展開期」（後期）

1988 年（昭和 63）～ 1999 年（平成 11）
・第６期「研究成熟期」

2000 年（平成 12）～現在
キルケゴールはドイツ語や英訳を通じて、主に神学や文学の

領域において受け入れられた（第１期）。すでに戦前に、和辻

哲郎による包括的な研究書や三木清編集による３巻本の選集が
出ている（第２期）。戦後になって、キルケゴールが広く知的
読者層に読まれるようになった（第３期）。この時期は実存主
義が流行し、キルケゴールも実存主義の文脈で受け入れられた。

『キルケゴール著作集』（白水社）全 21 巻及び別巻が刊行され
たのもこの時期である。実存主義の衰退期に入ると（第４期・
第５期）、キルケゴールそのものへの関心が高まり、デンマー
ク語原典によるキルケゴール研究が本格化するようになった。
その後、研究者の世代交代も進んで、東京と関西にそれぞれ存
在していたキルケゴール協会が “ 合流 ” して「キェルケゴール
協会」として再発足した（第６期）。

大谷愛人は第３期に研究を始め、すでにこの時期の終わり頃
には実存主義の枠組みにとらわれないキルケゴールの基礎研究
をデンマーク語に基づいて行い（『キルケゴール青年時代の研
究』正・続）、第４期・第５期以後の本格的なキルケゴール研
究の先駆けになった。労作『キルケゴール著作活動の研究』（前
篇・後篇）の刊行は、第５期「研究展開期」（後期）である。また、
最後の『キルケゴール教会闘争の研究』は第６期のものである
が、大谷は「キェルケゴール協会」には関わっていない。

日本における多くの西洋思想受容の場合と同様、大谷愛人に
よるキルケゴールの基礎研究は外国文化（キルケゴール在世当
時のデンマーク文化）との関わりでキルケゴールを受容し、日
本語によってこれを公表するというものであった。なお、大谷
の研究は、どの山脈（学派・学閥）からも離れて、それ自体で
聳え立つ富士山のように、孤高で卓越した境位にある。

原則的に新年度は 1月号からとなっております。購読料
については、送料のみの実費負担です。申し込みは、封書、
FAX、メールでお願い致します（お電話での申し込みはご遠
慮下さい）。毎月の希望冊数と、氏名（フリガナも）、郵便番号、
住所、電話、FAX、E-Mail、職業をお知らせ下さい。申し込
み受付後に振込み用紙を送付致します。切手・現金でのお
支払いはご遠慮くださいますようお願い致します。振込み
を確認後、発送させて頂きます。

問い合わせ先：
〒 632-8510 奈良県天理市杣之内町 1050 
天理大学 おやさと研究所「グローカル天理」編集部
FAX: 0743-63-7255  
E-Mail: oyaken@sta.tenri-u.ac.jp

送料（ヤマト運輸 DM 便）
全国一律 167 円（角２封筒、重さ１kg〔約 20 冊〕まで）

【例】毎月購読 167 円× 12 カ月＝ 2,004 円


